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令和５年度障がい児を対象としたアンケートの概要及び結果 

 

(1)アンケート概要 

・対象者：市内の特別支援学校・学級、通級指導教室の児童・生徒（3,185 人） 

     新潟市児童発達支援センターこころん（以下「こころん」という。）の利用者（637人）      

・抽出者：対象者を母数として概ね 2割を抽出（861人） 

・期 間：令和５年７月１８日～９月３０日 

・方 法：学校等でアンケート協力依頼文書を配布し、WEB フォームから回答 

・回収率：41.5％（R2調査：76.5％） 

・内訳 ： 

区分 
対象者 

（人） 

抽出者 

（人） 

回答数 

（人） 

回収率

（％） 
備考 

特別支援 

学校・学級 

小学校 1,970 459 203 44.2  

中学校 840 275 82 29.8  

通級指導教室 

小学校 351 79 40 50.6  

中学校 24 4 2 50.0  

こころん 637 44 30 68.2  

合計 3,822 861 357 41.5  

   

  

参考資料３ 
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(2)項目別回答状況 

 

問 1 お子さんの学年を教えてください。（令和５年７月現在） 

 
 
（n=357） 
 

 
 

問２ お子さんが利用している学びの場を教えてください。（複数回答） 

 
 
（n=357） 
 
 

 
 

  

未就学児, 

8.7%

小学校, 

67.8%

中学校, 

23.5%

未就学児

小学校

中学校

30.5%

7.0%

19.0%

23.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

5.6%

0.3%

10.1%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

特別支援学校（普通学級）

特別支援学校（重複学級）

特別支援学級（知的障がい）

特別支援学級（自閉症・情緒障がい）

特別支援学級（肢体不自由）

特別支援学級（病弱）

特別支援学級（弱視）

特別支援学級（難聴）

通級指導教室（言語障がい）

通級指導教室（発達障がい）

通級指導教室（難聴）

児童発達支援センター・事業所

その他
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問３ お子さんが交付を受けている手帳や受給者証の種類を教えてください。（複数回答） 

 
 
（n=357） 
 
 

 

 

  

2.8%

51.3%

1.1%

49.3%

4.8%

3.6%

32.8%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

通所受給者証（放課後デイ、

児童発達支援等）

障がい福祉サービス受給者証

（居宅介護・短期入所等）

特定疾患医療受給者証

交付を受けていない

その他
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問４ お子さんの障がいや発達課題に気づいたきっかけは何でしたか。（択一回答） 

 
 
（n=357） 
 
 

 

 

問５ あなたやお子さんは、現在どこに（誰に）相談をしていますか。（複数回答） 

 
 
（n=357） 
 
 

 

  

病院などの医療機関に

よる受診・健診, 

19.0%

保健センターで実施す

る健診（1歳6ヶ月、3

歳）, 15.4%

小学校で実施する就学

時健康診断, 2.0%

年長時のことばの検

査, 0.0%

保育園・幼稚園等から

の助言, 17.1%
学校からの助言, 

5.0%

あなたを含む家族によ

る気づき, 36.4%

その他, 

5.0%

病院などの医療機関による

受診・健診
保健センターで実施する健

診（1歳6ヶ月、3歳）
小学校で実施する就学時健

康診断
年長時のことばの検査

保育園・幼稚園等からの助言

学校からの助言

あなたを含む家族による気

づき
その他

51.3%

61.1%

28.9%

41.7%

7.8%

10.1%

10.4%

2.0%

33.9%

17.6%

3.9%

1.4%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

病院・クリニック

学校・園

新潟県はまぐみ小児療育センター

放課後等デイサービス

市役所・区役所

支援団体・事業所

新潟市立児童発達支援センターこころん

新潟市発達障がい支援センターJOIN

家族

友人

相談していない

相談する相手がいない

その他
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問６ お子さんが自宅や地域で生活していくためにはどのような支援が必要ですか。 

（複数回答） 
 
 
（n=357） 
 
 

 

 

 

問７－１ お子さんは福祉サービスを利用していますか。 

または利用したことがありますか。（択一回答） 
 
 
（n=357） 
 
 

 

  

84.3%

58.5%

60.8%

45.4%

44.0%

49.3%

30.8%

1.4%

1.7%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

周囲の理解

施設の充実

相談・支援体制の充実

通学・送迎支援

経済的支援

安心して暮らせる環境整備

集まれる場所の整備

必要ない

わからない

その他

利用している

（したことがあ

る）, 72.8%

利用したことが

ない, 27.2%
利用している（したことがあ

る）

利用したことがない
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問７－２ 利用している（していた）と回答した方について、 

その福祉サービスは何ですか。（複数回答） 
 
 
（n=260） 
 
 

 

 

問７－３ 福祉サービスを利用したことがないと回答した方について、 

その理由は何ですか。（択一回答） 
 
 
（n=97） 
 
 

 

  

1.5%
4.6%

1.2%
0.0%

43.1%
78.8%

5.8%
5.4%

18.8%
0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

居宅介護
短期入所
同行援護
行動援護

児童発達支援（医療型児童発達支援を含む）
放課後等デイサービス
保育所等訪問支援

移動支援
日中一時支援

その他

福祉サービスを

知らない、または

利用方法がよく

わからない。, 

26.8%

福祉サービスは

知っているが、利

用する必要がな

い。, 61.9%

必要性は感じて

いるが、使い勝手

や利用料の面な

どから利用してい

ない, 8.2%

その他, 3.1%

福祉サービスを知らない、また

は利用方法がよくわからな

い。

福祉サービスは知っている

が、利用する必要がない。

必要性は感じているが、使い

勝手や利用料の面などから利

用していない

その他
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問８－１ お子さんは障がいを理由として、偏見や差別・暮らしにくさを感じたり、いや

な思いをしたりしたことがありますか。（択一回答） 
 
 
（n=357） 
 
 

 

 

問８－２ 障がいを理由とした偏見や差別・暮らしにくさを感じるのは、具体的にどのよ

うな場面ですか。（例：地域活動で、公共交通機関を利用したとき等）（自由意見） 
 
 
（n=179） 
  【自由意見の回答より抜粋して掲載】 

学校生活のなかで 

集団生活でお友達と関わるとき 

公共施設などを利用したとき 

小学校や学童で 

私立保育園に通っていたとき 

一緒にお出かけしてるとき 

路線バスの利用、医療機関の受診、外出先のトイレ 

スーパーなど日常のお買い物時、外食時 

お店で大きな声や人と違う目立つ行動をしてしまったとき 

家族でレジャー等に出かけたとき 

多目的トイレや更衣室が無い施設を利用したとき 

公共の場など、人が集まる場所を利用するとき 

集団行動など周りの健常者との差を感じるとき 

公共のスポーツ施設を利用したとき 

周囲の人の些細な言葉や視線 

   
 

 

  

ある, 

50.1%
ない, 49.9%

ある

ない
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問８－３ 前の質問での回答を踏まえ、障がいを理由とした偏見や差別、暮らしにくさに

ついて、可能な範囲で具体的に記載してください。（自由意見） 
 
（n=117） 
  【自由意見の回答より抜粋して掲載】 

落ち着きがなく、病院や施設などで待ち時間ができると暴れたり逃げたりするの

でなかなか難しいのですが、待合室で暴れたりしても特に病院のスタッフさんは誰

も来てくれず見て見ぬふり。困ってる状況に手を差し伸べてくれると嬉しいです。発

達障害の子はなかなか病院に行くのは難しいので、精神的な負担を減らしてもらい

たいです。 

周りの子どもや若い世代の人からはある程度理解されていて差別もあまり感じな

いが、大人 特に年配の方からは偏見や差別を感じることがたまにあります。 

 発表や友達との会話で吃音が出た際に、笑ったり変な顔をされたように感じたこ

とがある。 

 子供の特性を同年代の子供が受け入れてもらえず、おかしい子、普通に出来ないと

言われる。野球がしたいと体験に行ったら、特性があるからと断られた。 

 グループに入ると負けたり上手く行かなかったりするから隅に居る様に言われる 

 小学４年の時、登校中に他の学年に嫌がらせを受ける。嫌がらせをした子に理由を

聞くと『支援クラスの子だからやってもいいと思った』とのこと。支援クラスや障が

いについての理解がうすいのではと思いました。 

 お友達やその周りの子供達から、マネをされたりからかわれたりしているところ

を見たり聞いたりすると、健常者の方々の理解や知識をもっともってもらえたらな

と感じる。 

 子供の学校生活において度々健常児からからかいや偏見をうける。またそれに対

する学校側の対応に理不尽さを感じる。子供が癇癪などを起こしたり困り事があっ

て対応に困った時の相談窓口がなくて辛いです。 

 公共の場所で障がいの特性が出てしまい、親のしつけがなっていないようにいわ

れた事から、行き先や時間を選ばなくてはならなくなった。 

 大きな声を出してしまうので冷たい視線を感じた。 

 カバンにヘルプマークをつけて、買い物の練習をしていた所、もたつき時間がかか

っていた。後方にいた人から早くしろと怒鳴られた。 

 ルールが守れなかったり、癇癪や多動などあり他者からの偏見や差別を感じる。 

 親のしつけがなっていない、うるさいと言われる。 

 年配の方には、発達障害が理解されにくく、そのうち治るんでしょうと言われたり

思われていたり、育て方などを理由にされる事がある。 

 他人とのコミュニケーションが難しいし、地域の人に障害児に対する理解がある

か分からないので、地域の行事に参加させるのをためらう。 
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問９ お子さんが学校や園での生活を送る上で、あなたが求めることを教えてください。

（複数回答） 
 
 
（n=357） 
 
 

 

 

問１０ 今後お子さんが学校を卒業した後の日常生活又は社会生活を送るために、 

どのような支援が必要だと思いますか。（複数回答） 
 
 
（n=357） 
 
 

 

  

66.7%

51.0%

59.9%

47.1%

70.3%

60.2%

40.6%

2.8%

7.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

働く場

職業訓練

就職後サポート・フォロー

生活訓練

周囲の理解

相談体制

福祉施設

必要ない

わからない

その他

74.2%

37.5%

44.5%

7.3%

41.2%

63.3%

57.7%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

学校支援や介助など、学校・園生活のサポート

送迎など、通学のサポート

生活訓練や職業訓練など、専門的な指導

投薬・服薬や喀痰（かくたん）吸引など、医療的

なケア

福祉サービス事業所など、外部の支援機関との

お子さんの支援についての情報共有

障がいや発達上の課題などに対する、教師や他

の児童・生徒の理解と配慮

障がいや発達上の課題などに合わせた環境の

整備

その他
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問１１ アンケートの項目にはないものの、お子さんやあなたが暮らしやすいまちをつく

るために必要なもの、その他ご意見やご要望がありましたら、ご自由にご記入く

ださい。（自由意見） 
 
（n=118） 
  【自由意見の回答より抜粋して掲載】 

難しいとは思うが、情報共有をしてほしい。子供について基本的な情報、内容をど

この施設や病院に行っても記入や入力をしなければならない。 

障害児だけが利用できる周りを気にすることなく遊べる場がほしい。 

 サポートする施設も大事だが、障がいだけでなくジェンダーなどお互いの違いを

認め合う社会の風潮や人の心も大切だと思う。 

 夫婦共働きで、今まで手助けしてくれる人がいなかったので、（親が近くにいない

のもあり）私達親が、働きながら、手助けしてくれる支援がほしいです。 

 小、中学校で障がいの理解につながる授業がもっとあっても良いと思います。 

(肢体不自由についてはあったが、それ以外の障がいについてはなかった。) 

手話も言語の１つなので学校で触れられても良いのではと思います。 

 サポートスクールのような場所(障害の程度にもよりますが、安心して短時間の学

習ができる場所)が教室単位でもいいのであるといいなと思います。 

 早急に支援の場を拡大させてほしい。区によって受けられる支援が違うのは非常

に悲しいです。支援を受けるに当たって区外へも送迎サービスが一緒に受けられる

ようにしていただけると一番助かります。 

 周囲の理解、特に年配の方の理解が必要と感じます 

 親なきあとの受け入れ先が心配です。学校を卒業後、親が年をとっていくことに

様々な不安があります。共存できる場所があったらいいです。場所でなくても、見守

りサービス的に気にかけてくれる人がいてくれたらと思います。 

 今は 息子の環境は恵まれていると思っています。親が亡くなった後の事が心配で

す。姉に負担を掛けたく無いと思っています。兄弟への支援があると嬉しいです。 

 障害児（発揮障害含む）が体を動かせる施設（プール、体育館）ができたら、凄く

助かります。スイミングに通いたくても、大勢いる事で上手くいかないこともあるの

で、障害児専門の習い事が出来る施設ができたら本当に助かります。 

 クリニックに通院しているが、大変混んでいて予約したくても 3 ヶ月待ちになり

ます。もっとすぐに気軽に相談できる場所が欲しい。 

 地域での交流の機会。小さい時から成人後も途切れずに続く行政の相談先。 

 保護者に予想外の不幸がおきた時など、障害児の生活はもちろんですが、その兄弟

へあらゆる負担が生じると思うので不安です。障害児とその兄弟への支援体制も整

えてほしいです。また、そういった情報を提供していただきたいです。 

 障害のある子と、ない子が普通に接する事。障害に対して違和感を感じない世の中

になって欲しい、そのために接する機会も沢山増やしてほしいです。 
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問１２ お子さんの現在のお住まいの区はどこですか。（択一回答） 
 
 
（n=357） 
 
 
 

 

 

問１３ 「新潟市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例」をご存じですか。 

（択一回答） 
 
 
（n=357） 
 
 
 

 

  

北区, 9.8%

東区, 12.0%

中央区, 20.4%

江南区, 9.0%

秋葉区, 18.2%

南区, 9.5%

西区, 12.3%

西蒲区, 8.1% 新潟市外, 0.6%

北区

東区

中央区

江南区

秋葉区

南区

西区

西蒲区

新潟市外

内容まで知って

いる, 4.8%

知っている（聞

いたことがあ

る）, 31.9%

知らない, 

63.3%

内容まで知ってい

る

知っている（聞い

たことがある）

知らない
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問１４－１ 「新潟市子ども条例」をご存じですか。（択一回答） 
 
 
（n=357） 
 
 
 

 

 

問１４－２ あなたとお子さんの日々の生活のなかで、「新潟市子ども条例」に基づく 

５つの権利は、大切にされていると思いますか。（複数回答） 
 
 
（n=357） 
 
 
 

 

 

68.1%

66.7%

55.5%

55.5%

37.0%

7.6%

1.7%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

安心して生きる権利

豊かに生き、育つ権利

自分らしく生きる権利

身近なおとなに思いや願いを伝えること

ができる権利

社会に参加する権利

大切にされているものはない

わからない

その他

内容まで知って

いる, 3.4%

知っている（聞

いたことがあ

る）, 36.1%

知らない, 

60.5%

内容まで知ってい

る

知っている（聞い

たことがある）

知らない


